






                      宮下 宣子 


















現存する最古のものは図５の、第 18 王朝末期ツタンカーメン王（前 1330 年ごろ）の墓か
ら出土したものであり、多数の豪華な埋葬品と黄金のマスクなどと共に、1922 年ハワード・
カーター（Howard Carter, 1874-1939）によって、ほぼ未盗掘状態の王墓から発見された（野












図１ 木のラッパ  図２ 粘土のラッパ    図３ 象牙のラッパ ミラノ博物館 
図４ 前 15 世紀 壁画レリーフ    図５ 前 14 世紀 現存最古の銀、銅、青銅のラッパ 




















図８ ナチュラルトランペット 図９ 巻管型クラリーノ 




















図 12 ツィンク＝コルネット       図 13 トロンバ・デ・ティラルシ 













図 14  ロータリートランペット       図 15 シングルロータリーホルン 
              
 
図 16 ロータリーテューバ  図 17 ピストントランペット  図 18 ユーフォニアム 
 
 
 図 19 テナーバストロンボーン（以下比較 サクバット、スライドトランペット） 




































図 20 ハトシェプスト女王葬祭時のレリーフ 第 18 王朝（紀元前 15 世紀） 
   
 
図 21 『ヨハネ黙示録』「ラッパの裁き」の場面で描かれた様々なラッパの絵画 
          
 
ラッパに関する聖書の記述で最も代表的なものは、新約聖書の最後に含まれる『ヨハネ



































図 22         図 23       図 24      図 25 
アルタ・アンサンブル 奏楽の天使  聖母被昇天   聖マリア・ミネルヴァ教会 































 15 世紀半ばにはサクバットが完成した。それは以下の絵画により証明される。1474 年イ
タリア、アシアーノの聖アゴスティーノ教会祭壇画中央パネルのマッテオ・デｨ・ジョヴァ
ンニ（Matteo di Giovanni, c.1430-1495）の「聖母被昇天」では、何人かの楽器を持つ天使の
中にスライドのようなものが見える。しかし朝顔部分が見えない（図 24）。 




lomeo Tromborncino, 1470-1535）がおり、1489 年マントヴァ公のバンドに奉仕したとされ
46 
 
る。その後ロレンツォ・デ・メディチ（Lorenzo de Medici, 1449-1492）が彼にフィレンツェ
でのポストを打診したが彼は辞退した、という記述が残されている。彼は後に有名なフロ
ットラ作曲家になった。ジロラモ・トロンベッティ（Girolamo Trombetti, 1557-1628）、アル
フォンソ・デッラ・ヴィオラ（Alfonso della Viola, c.1508-c.1573）らと並び、楽器名を姓に







ダ・カラヴァッジョ（Polidoro da Caravaggio, 1492-1543）は、トロンボーンを演奏するミュ
ーズを描いた（図 26, フュルストリヒテンシュタイン美術館蔵）。 
1546 年オランダ：マーティン・ファン・ヘームスケルク（Martin van Hemskelk, 1498-1574）
は、パルナッソス山のアポロとニンフ達を描き、その中の一人がアルトトロンボーンを持
っている（図 27, ニューオーリンズ美術館蔵）。 
 1559 年ドイツ、ミュンヘン: ハンス・ミーリッヒ（Hans Muelich, 1516-1573）が描いた、
作曲家チプリアーノ・デ・ローレ（Cipriano de Rore, 1516-1565）作品集挿絵には女性トロ
ンボーン奏者の 2 つの画像が含まれている（図 28・29, バイエルン州立図書館蔵）。 
 
図 26 ミューズ    図 27 ニンフ           図 28.29 ローレ作品集挿絵 







図 30 貴族の貴婦人    図 31 版画のミューズ     図 32.33 カーニバル 
                     
                     
 
図 34 結婚式の行列      図 35 新しいドイツ的歌曲集 












 1591 年ドイツ、アウクスブルク：アダム・グンペルツァイマー（Adam Gumpelzeimer）
による「新しいドイツ的歌曲集」タイトルページの木版画には、全員女性のアンサンブル
の中に女性トロンボーン奏者もいる（図 35）。 







た時には、音楽の表現を極めて高め、それは最高の精神を与える（Bottrigari 1592 : 49）。 





持ったパッセージ」と表現している（Boydell 1982 : 298）。 
バロック 
1615 年イタリア、シエナ: 画家フランチェスコ・ルスティチ（「il Rustichino」として知ら
れる）の絵画「コンチェルト」で中後部に立つトロンボーン奏者は女性だ（図 36, マルコ
ヴァ具象美術館蔵）。 
 1617 年ドイツ、シュトゥットガルト:エサイアス・フォン・フルセン（Esaias van Hulsen, 
1570-1625）はヴュルテンベルク州「祭典公式記録」に版画を描いている。ルートヴィヒ・
フリードリヒ（Ludwig Friedrich）の洗礼と、彼とドルトムントのエリザベス・マグダレー
ナ（Elisabeth Magdalena）の結婚式の祭典を描いたもので 1618 年に出版された。行列に参
加している 4 人の異なるトロンボーン奏者をフューチャーしていて、すべての演奏者は明
らかに女性だ（図 37〜39）。 













図 41 天井画       図 42 



















 1873 年ドイツ、ライプツィヒのヴィンセント・カッツラー（Vincent Katzler）が描いた木
50 
版画『アマンの涙』には女性オーケストラの描写の一部として左上に女性トロンボーン奏
者が描かれている（図 46, シュヴァープ 1986 : 159）。 
 1888 年アメリカのタバコ会社 W.Duke Sons＆Co.の、タバコを宣伝する一連のタバコカー
ドには、さまざまな楽器を演奏する女性が描かれている。その１枚ではヴァルヴトロンボ
ーンのように見える楽器を持っているものがある（図 47）。 
図 43 女性オーケストラ  図 44 イラスト 図 45 リトグラフ
図 46 アマンの涙 図 47 タバコカード 図 48 デュファイ 現代 












るトロンボーン奏者（図 50, Kimball 2018）。 
 アメリカのジャズ史上初（1940 年代）ビッグバンドに入ったメルバ・ドレッタ・リスト
ン（Melba Doretta Liston, 1926-1999）は注目すべき演奏家である（図 51）。 
 それに引き続き、女性だけのジャズバンドを作り 21 世紀まで活躍したが、2020 年コロ
ナウィルスにより逝去したジャズトロンボーン奏者ヘレン・ジョーンズ・ウッズ（Helen  
Jones Woods, 1924-2020）（図 52）。 
ジャズサクソフォーン奏者レスター・ヤング（Lester Young, 1909-1959）のバンドの女性




図 49 ヘレン・メイ・バトラー楽団   図 50     図 51 メルバ・リストン 
                               
 
 
図 52             図 53             図 54 
ヘレン・ジョーンズ・ウッズ  トロンボーン・セクション   ポストカード 









図 55          図 56        図 57         図 58 
キャロル・ドーン    マリー＝ルイーズ    アービー・コナント サラ・ウィリス 
・ラインハルト     ・ノイネッカー    







 フランクフルト放送交響楽団に 1981〜89 年在籍、ソリスト、フランクフルト音楽大学教

















































図 59 ビューグル      図 60 碑「吹奏楽発祥の地」 
           
 






 軍楽隊から発展したものが、次第に民間にも浸透して行き、1909 年（明治 42 年）には
デパート宣伝用に「三越少年音楽隊」が結成され、ここには少女も参加していた（図 61）。 









図 61 三越少年音楽隊          図 62 戦後ジャズ 





















その下部組織が地域単位、県単位で活発に活動している。2010 年の加盟団体数は 14295 団












図 63 吹奏楽団          図 64 パフォーマンス 
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